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PROGRAMA DE FORMACIÓN DE PROFESIONALES EXTRANJEROS EN ALTA GASTRONOMÍA ESPAÑOLA
プロの外国人料理人向け

スペイン料理（アルタ・ガストロノミア）研修プログラム
2012年募集要項
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スペイン料理研修プログラム
1. 本プログラムの目的及び概要
1.1   目的
· スペイン料理に使用される一流の食材や食品を世界のプロの若手料理人に親しんでもらうことによって、これらの食材をより世界にアピールし、輸出の強化を図る。
· スペイン料理の国際化プロセス（レストランの海外進出、技術支援プロジェクトやコンサルティング業務等）の支援の基点となるスペイン料理専門家のネットワークを世界各地に構築する。
· スペイン貿易庁（以下ICEX）が重要と考える海外の市場において、スペイン食材・スペイン料理のプロモーションを支援してくれるネットワークを確立。また、スペイン・ガストロノミーが中核となる料理人のグループを作り、スペインのイメージ向上やスペイン食文化・食材のさらなる普及を図る。すなわち、「スペイン料理の大使」ネットワークの確立。
· 現地でスペイン食材に慣れ親しみ、研修終了後も引き続き自国にてその利用を習慣化してもらうことにより、スペイン食材やスペイン料理のレシピをレストランのメニューに取り入れてもらう様、促進する。

· スペイン各地域の伝統価値を損なうことなく、スペインのモダンなイメージを強化する。
· 我が国の料理人をはじめ、スペインガストロノミー、食材及び飲料の更なる世界的普及促進を目指す。当研修プログラムに参加する料理人は原則として、受け入れ先のレストランのシェフやその他の研修先とタイトなつながりを持つことになる。この連携を強化することによって、その若きプロの料理人は、自国でスペイン料理・文化の普及をより積極的行う。

· 報道関係者やオピニオンリーダーを通じて、研修中及び研修終了後に、スペイン及び、それぞれの参加者の出身国において、当研修プログラムのメディアでのポジションを高めるようにする。
· 2012年には英国、スイス、ドイツ、オーストリア、フランス、ノルウェー、スウェーデン、フィンランド、デンマーク、アイスランド、ロシア、米国、カナダ、ブラジル、メキシコ、中国／香港、日本、オーストラリア、ニュージーランド、インド及びシンガポール各国の国籍保有者及び長期居住者から最大計15名によって構成される外国人料理人グループを対象に当研修プログラムを実施する。
1.2   プログラムの概要
· 本プログラムの研修期間は約8ヶ月間とする。


研修の内訳は以下の通り： 

a) スペインガストロノミーの文化・歴史的背景を学ぶプログラム
· 4週間のスペイン語集中講座
· 3週間のICEXが実施する　文化・ガストロノミー・スペイン食材に関する講座
b) 世界的に知名度の高いレストランまたは菓子工房での実地研修。この研修を通して、研修生は派遣先のレストランで実際行われているテクニック等を習得する。実地研修期間は約6ヶ月。
c) 全員が卒業コンクールに参加しプログラムの終了とする。そのコンクールの審査は業界のプロ、料理評論家、ICEX執行部が行なう。コンクール参加者はスペイン食材リストの中から指定された食材を使い、オリジナルのレシピを考案する必要がある。    

2. プログラムへの応募資格
本プログラムへの応募を考えている外国人料理人は以下の条件を満たさなければならない：
· 対象国において認知度の高い調理師養成施設（専門学校）で、少なくともベーシックコース以上を３コース受講し、終了した者。
または著名なレストランでの勤務経験を通して同等の資格を有すると認められる者。
· 30歳未満の候補者が、それ以上の年齢の候補者よりも優先される。
· 英語が出来ること。
· スペイン語の知識があるかどうかも評価の対象となり、加点される。
· スペイン国内での類似の研修プログラムへの参加経験が過去にないこと。 
3. プログラムの内容及び期間
プログラムの研修期間は約8ヶ月とする
ICEXが負担する義務や経費：
· ビザの取得費用
·  4週間のスペイン語集中講座受講料 
· 3週間にわたる、スペイン文化・ガストロノミー・食材の講座
· 自国からスペインまでの往復航空券。その他の諸経費は含まれない（荷物の超過料金等）
· 派遣先レストランから宿泊を提供されない場合に限り、宿舎探しのお手伝い
· 研修期間中、スペイン国内を移動する際に求められる身分証明
· 諸経費として、月額200ユーロを支給（税金含む）
· 研修期間中の旅行傷害保険（死亡・傷害・入院保険や、その他、移動中のロストバゲージ、遅延を含む）。保険会社はICEXと契約関係にある会社とし、スペイン国内での研修期間中に起こった事故にのみカバーされる
派遣先のレストランが負担する義務や経費：
· 派遣された外国人料理人の育成。（６ヶ月間）
· 実地研修期間の食事（1日あたり2回）。但し、菓子工房で研修を受ける場合は代わりにミールクーポンが支給される。
4. スペイン料理及び文化研修プログラム
文化・ガストロノミー研修の目的は各研修生が派遣先のレストランへ行く前に、スペイン料理や文化の総合的な知識を得とくし、より有益な実地研修を受けられるための基盤づくりである。 

研修の内容はICEXの理念に基づき、料理大国であるスペインのイメージを前面に押し出す内容となっており、又、海外に進出したスペイン企業に勤務する外国人を対象とした研修プログラムの経験に基づくものである。

CECO財団は商業庁に属する機関であり、国際化及び国際経済に携わる公務員や外国人を対象とした国際化支援教育機関である。ICEXは主にスペイン企業の国際化を支援し、海外におけるスペインのイメージ向上を図る機関である。
研修期間中は国際的に認知されている大企業、又は、特徴のある小中規模の加工会社を企業訪問し、伝統食材（ワイン、オリーブオイル、チーズなど）のテイスティングを行い、またマドリッドフュージョンのような国際料理サミットへの参加、市場（マーケット）や、食材をコンセプトとしたお祭りなどの催し物などへの見学を通じて、スペインの豊富な食材について知識を深めることに専念する。
研修プログラムの最終段階として、参加者全員が卒業コンクールに参加し、厳正なる審査を受ける。上位者には賞が授与される。審査委員は料理界の専門家、料理評論家、そしてICEX執行部で構成される。研修生はスペイン食材のリストの中から３つ以上の材料を選んでオリジナルのレシピを創作する。
目的は、研修生が受け入れ先のレストランで学んだ事を、最終的に帰国した後も、新しい食材や技術として自分のレシピ作りに活用することにある。これらのレシピはICEXのイベントプロモーションや出版物などに利用できるものとする。
5. 応募手続きについて
応募期間は2011年6月6日～2011年6月30日　
· 基礎コースを終了した調理師養成施設（専門学校）または過去に勤務したレストランからの推薦書と、応募者自身が書いた志望動機書を（英語）
用意すること。
· 添付の応募フォームに必要事項を記入の上、上記の書類とともに6月30日までにＥメールにて提出すること。　
応募書類送付先　及び　問合わせ先：

スペイン大使館経済商務部　
食品チーム　料理人研修プログラム担当者宛て
tokio@comercio.mityc.es
注：候補者の選考に関わる最終決定権は、各分野の専門家によって構成される選考委員会にあり、マドリッドにて数回の開かれる厳正な検討会を経て参加者の最終決定が行なわれます。なお、応募者には、それより以前に、スペイン大使館経済商務部（東京都港区六本木）にて事前に英語又はスペイン語による面接を受けていただく必要があります。遠方に在住されている方で上京が難しい応募者については電話面接の方法もあります。応募される際、ご希望をお書き添えください。なお、面接時期は、7月1日～8日の内、1人１時間ほどを予定しております。面接担当官はスペイン人外交官で、日本人スタッフも同席いたします。

選考及びレストランへの派遣について 

· 前述した選考委員会はICEXプロモーション局の局長を委員長とし、その他の構成員は以下の通り：
· ICEX食品統括本部長
· CECO財団マーネジングディレクター 
· 人材育成や料理評論家のプロで、中立的な立場の専門家（数人）
· ICEXワイン・食品課の各課長
· 各国のスペイン大使館経済商務部を通じICEXに 提出された応募者の
履歴書や応募フォームを元に、選考を実施する。
スペイン語の知識も選考に考慮される。
· 選考委員会は候補者リストを作成し、別途、補欠候補者リストも用意する。何らかの理由により候補者が参加できない場合は補欠候補者リストからの繰上げ参加を認める。
· 選考結果は2011 年10月10日までにスペイン大使館経済商務部より発表される。なお、研修プログラムは2012年1月9日から開始される。
2011年5月30日、マドリッドにて
ハイメ・モンタルボ・ドミンゲス　デ　ラ　トーレ
プロモーション局　局長
